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ガバナー補佐訪問 
岐阜Ａ分区ガバナー補佐 

眞鍋修身様 
 
 
 
 
 
 
 
 
「地区の活動について」 
 皆様には、日頃より健全なるロータ

リー活動をしておられることに敬意を

表します。 
まず最初に、ガバナーノミニーが決

定されたことをご報告します。四日市

ロータリークラブの石井惣司会員が就

任されました。大変喜ばしいことです。 
最近の当地区の年度の活動について

報告します。前期の由良年度は、地区

リーダーシッププランによる「地区運

営会議の再編」、「地区研修委員会制度

の実施」、「定款と細則の改定に伴う研

修会」など、さまざまな地区における

機構、規約、運営の再編に着手されま

した。本年度、岩本年度は、「予算の適 

正化」に着手されました。会員数が、

5000名から3000名へ減少したことに

よる体制への変更がありました。また、

2009 年国際協議会におけるビル・ゲイ

ツ氏の新規寄付問題に端を発したＲ.
Ｉ.・財団に対する方向性が問題になっ

ています。 
 次年度、桑月年度は「人事」に手を

つけるとのことです。 
次に由良年度に「決議 23－34」をク

ラブ細則の条文に加えてほしいという

提案がなされたことについて述べます。

2007～08 年度、Ｒ.Ｉ.理事会において

「決議 23－34」がロータリー章典、手

続き要覧から削除されそうになりまし

た。この件については平成 20 年 9 月

号「ロータリーの友」の“「決議 23－
34」への熱き思い”をご参照下さい。

再び規定審議会で削除される可能性が

あるので、これをクラブ細則に取り入

れ、その理念を存続させたいとの要請

です。「決議 23－34」はロータリアン

に対して奉仕の理想の哲学を植え付け

る貴重な文献です。 
「決議 23－34」の六条の要点は、以

下のようです。 
第一条 超我の奉仕。人とは利己的な 

ものであると認めた上で、他人のた

めに奉仕すること。 

第二条 奉仕は団体で学び、個人で実

践すること。 

第三条 Ｒ.Ｉ.の役割は育成と普及で

ある。 

第四条 奉仕するものは実践しなけれ

ばならないという実践の哲学。 

第五条 クラブの自治権は尊重されな

ければならない。 

第六条 他の機関と重複しない。独自

の奉仕活動が望ましい。 

 つまりロータリーの奉仕の基本は、

あくまでも個人奉仕で、奉仕活動を団

体として行なうことを目的としていな

い。また、ロータリークラブの哲学の

中心は「超我の奉仕」であり、他者へ

の優しい心であると思います。この「決

議 23－34」をクラブ細則の条文に加え

るようにガバナーから要請されていま

す。ここで大切なことは、「仏造って魂

入れず」にならないようにしなければ

ならない、と考えます。 
 すなわちロータリーの目的は何か、

ロータリー運動の原理は何か、を正し

く認識することが大事ではないでしょ

うか。

前 例 会 の 記 録 

平成２２年２月９日(火) 

[点鐘]１２時３０分～ 

[ソング]我等の生業 

[ゲスト]岐阜Ａ分区 

ガバナー補佐 眞鍋修身様

（岐阜西Ｒ.Ｃ.） 

[ビジター] 

[出席]会員総数36名 
(出席免除1名) 
本日出席 24名 68.57％ 
[行事]会長挨拶 食事 幹事

報告 ニコボックス報告 
卓話『アフリカの報告』 
故金正司会員 

担当 国際奉仕委員会

本 日 の 予 定 

第９０８回 

平成２２年２月１６日(火) 

[点鐘]１２時３０分 

[行事]卓話『健康について』 

高橋接骨院 

院長 高橋仙二様 

担当 ロータリー情報委員会 

次 回 予 定 

第９０９回 

平成２２年３月２日(火) 

[点鐘]１２時３０分 

[行事]卓話 

 

担当 社会奉仕委員会

岐阜中週報
平成 22 年 2 月 16 日(火)

第 830 号

第 908 回例会

THE FUTURE OF ROTARY 
IS IN YOUR HANDS

ロータリーの未来はあなたの手の中に 
R.I.会長 ジョン・ケニー 

■2009-2010■ 

会 長 内 木 一 博 
幹 事 大 橋 哲 也 
発行者 ウ ェ ブ 委 員 会 
委員長 大 島 康 之 
例 会 毎週火曜日 12 時 30 分 
会 場 岐 阜 都 ホ テ ル 
事務局 岐 阜 市 神 田 町 2 - 2 
    電 話 2 6 4 - 9 2 3 5 番 
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次年度理事役員会実施記録 

第３回次年度理事会 

平成 22 年 2 月 9 日（火）13：40 
於 岐阜都ホテル 
出席者と資料の確認：馬場秀幸次年度幹事 
議事録作成者：加納永一朗次年度副幹事 
議長：故金正司次年度会長 
出席者：内木、村山、加藤(一)、中根、

森井、柴田、高橋、安田、伊藤、

故金、馬場 
【議題】 
１号議題：「会長クラブ運営方針」に

ついて→承認（第１回クラブアッ

センブリーまでに成文化） 
２号議題：第 21 期役員選任について 

→承認 
３号議題：委員会構成変更について

→承認 
４号議題：委員会方針及び予算額に

ついて→承認（一部変更必要） 
５号議題：会計業務について→承認 
６号議題：予算案概要について 
→承認（委員会予算額一部変更に

伴い変更必要） 
７号議題：プログラム概要について 
→承認（前期クラブフォーラムの

活用方法を随時考える） 
８号議題：第 21 期理事役員会の日程

及び諸会議の主な議題について 
→承認 

 

友情と奉仕の灯を 

スマイルボックス委員会 
ガバナー補佐 眞鍋修身様 
今期も半ばが過ぎました。本日は

地区の現況報告に参りました。よ

ろしくお願いします。 
内木一博君 
ガバナー補佐眞鍋先生、ようこそ

おいでくださいました。 
本日はよろしくご指導下さい。 

松井順五君 
眞鍋先生よくお越し下さいました。 

地区青少年育成委員 故金正司様 
眞鍋先生、本日はありがとうござ

います。 

★就任おめでとうございます★ 
内木一博会長 
よろしくお願い致します。

 

【会長】 【会長エレクト】

故金正司 伊藤善男

【副会長】 （クラブ奉仕委員会）

加藤一誠

【直前会長】 【出席委員会】

内木一博 ◎安田高志 ○*松井順五

【直前幹事】 【親睦活動委員会】

大橋哲也 ◎勝野和男 ○*安藤元一

　*松井順五 　 *三宅裕樹

【幹事】 【副幹事】 　*長井義夫 　 *萩野昌和

◎馬場秀幸 ○加納永一朗（次年度幹事）

　*安田高志 【スマイルボックス委員会】

◎森　益男 ○*森井脩次

【会計】 【副会計】 　*勝野和男  　*松井順五

◎柴田和夫 ○森井脩次（次年度会計）

【ウェブ委員会】

【ＳＡＡ】 【副ＳＡＡ】 ◎川島正美 ○*長井義夫

◎高橋慶太郎 ○渡辺成洋（次年度SAA） 　*小林和也  　*林　忠勝

 *三宅裕樹

【会員選考委員会】

【職業奉仕委員会】 ◎秋保賢一 ○*音瀬晴夫

◎宮地正直 ○*玉田孝一

【会員増強退会防止委員会】

【社会奉仕委員会】 ◎安藤元一 ○*森　益男

◎村山好胤 ○*小林和也

【プログラム委員会】

【国際奉仕委員会】 ◎小林和也 ○加藤義明

◎中根辰朗 ○*大橋哲也

【職業分類委員会】

【ロータリー財団委員会】 ◎玉田孝一 ○*大島康之

◎音瀬晴夫 ○*大島康之

【R情報委員会】

【米山奨学金委員会】 ◎臼井英雄 ○*萩野昌和

◎大洞長栄 ○*中根辰朗

【20周年実行委員会】

◎田辺雅範 ○安田高志

【新世代委員会】 *加藤義明  *渡辺成洋

◎長井義夫 ○河嶋　孝 *柴田和夫  *川島正美

*安藤元一  *森　益男

【会計監査】 *勝野和男  *村山好胤

◎野々村雅章

第 21 期岐阜中ロータリークラブ理事役員・委員会構成表 


